
市の人口と世帯数

9月1日現在 前月比

31 ，728人 （十41） ｜

15，564人 （＋17） ｜

16， 164人 （＋24） I

8，794世帯(+7) I

岨
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましトニ､ 酢ノ

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１
１

ー．

下
君
田
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

が
作
り
あ
げ
た
改
良
式
の
下
水
槽
は
、

従
来
の
し
み
こ
み
式
の
下
水
だ
め
で
は

家
庭
か
ら
の
炊
事
や
風
呂
な
ど
か
ら
で

る
下
水
の
処
理
が
不
可
能
と
考
え
、
生

活
改
良
普
及
員
の
指
導
を
受
け
て
作
り

あ
げ
た
も
の
で
す
ｃ

い
ま
ま
で
の
し
み
こ
み
式
の
下
水
だ

め
は
、
悪
臭
や
力
の
発
生
源
と
な
り
、

下
水
が
あ
ふ
れ
で
て
不
潔
に
な
っ
た

り
、
湿
気
で
建
物
が
い
た
ん
だ
り
し
て

次
第
に
し
み
こ
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
改
良
式
の
下
水
槽
は
、
下
水

炊
事
や
風
呂
の
下
水
処
理
で

こ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

下君田の老人クラブで

改良式の下水槽を作る

が
下
の
ほ
う
に
し
み
こ
む
こ
と
な
く
、

毛
管
作
用
に
よ
っ
て
地
表
へ
向
っ
て
末

広
が
り
に
上
昇
し
、
空
中
へ
蒸
発
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
１
日
当
り
５
０
０
か
ら

６
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
下
水
が
処
理
で
き

ま
す
。
下
水
槽
の
設
置
は
、
風
通
し
の
よ
い

場
所
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

日
当
り
が
よ
い
場
所
で
、
さ
ら
に
、
下

水
槽
は
建
物
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
以
上
は

な
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
改
良
式
下
水
槽
の
特
長
は

ー

下君田の老人クラブでは、田や川の水をきれいにしよ

う－と、家庭の雑排水を処理する改良式の下水槽一基

を、みんなの手で作りました。

各家庭で処理できるものは、みんなの手で－をモツ

1,-に簡易焼却炉のつぎに今度は、蒸発散式下水処理

槽をてがけました。同老人クラブでは、環境汚染を少し

でも防ごうと、労力奉仕でこれからも設置するというこ

とです。

か

○
ブ
ロ
ッ
ク
で
積
み
重
ね
て
い
く
も
の

で
、
だ
れ
に
で
も
か
ん
た
ん
に
、
ま

た
安
価
（
２
５
，
０
０
０
円
、
下
君
田

で
の
費
用
）
に
で
き
ま
す
。

○
悪
臭
や
、
力
な
ど
は
絶
対
に
発
生
せ

ず
清
潔
に
な
り
ま
す
。

○
大
雨
、
長
雨
が
降
っ
て
も
あ
ふ
れ
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
地
下
に
設
け
る
の
で
邪
魔
に
な
ら
ず

危
険
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
改
良
式
の
下
水
槽
は

安
価
で
で
き
ま
す
。

こ
の
改
良
式
の
下
水
槽
に
つ
い
て
の

作
り
方
な
ど
は
、
高
萩
地
区
農
業
改
良

普
及
所
（
電
話
②
３
０
６
１
）
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

改良式の下水槽
三一ニーーーー七一二ニーロョーヨ＝一二＝＝■吉＝三七一■ニー‐

そうじ管

ｧ箒
’

1.6メートル

、 制
跡 I

溜桝 L_
3.4メート刀

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曙日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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教
育
委
員
に

陳
情
・
請
願
の
報
告

鈴
木
一
慧
氏
が
再
任
採
択
○
市
道
路
舗
装
工
事
及
び
交
換
場
所
設

第
３
回
（
９
月
）
定
例
市
議
会

置
に
関
す
る
請
願

薦
雑
濁
遥

な
る
の
で
、
次
期
委
員
の
推
薦
を
受
請
願

昭
和
弘
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
市
け
、
い
ず
れ
も
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
○
豊
か
な
森
林
を
と
り
も
ど
し
国
民
の

議
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
哩
日
ま
で
開
た
。
た
め
の
国
有
林
経
営
を
求
め
る
請
願

か
れ
ま
し
た
が
、
任
期
満
了
に
と
も
な
ま
た
、
昭
和
別
年
度
の
一
般
会
計
補
○
農
畜
産
物
輸
入
削
減
、
食
糧
自
給
確

う
教
育
委
員
の
任
命
や
、
人
権
擁
護
委
正
予
算
な
ど
義
案
７
件
と
、
昭
和
弱
年
立
な
ら
び
に
農
畜
産
物
価
格
補
償
の

貝
の
推
せ
ん
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
な
ど
報
告

実
現
を
は
か
り
稲
作
減
反
強
制
と
り

し
た
。
３
件
を
上
程
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ
や
め
に
関
す
る
請
願

ぷ

教
育
委
員
に
は
、
鈴
木
一
蓋
さ
ん
が
れ
ま
し
た
。
○
食
官
制
度
の
堅
持
拡
充
な
ら
び
に
葉
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迎え室Lた由
24日には産業祭や文化祭

市
の
お
い
た
ち
は

高
萩
市
は
、
昭
和
鱒
年
、
月
認
日
に

高
萩
町
・
松
岡
町
・
高
岡
村
・
黒
前
村

・
櫛
形
村
の
一
部
が
合
併
（
昭
和
詑
年

７
月
に
は
望
海
地
区
も
編
入
）
し
誕
生

し
ま
し
た
。

高
萩
地
方
は
、
江
戸
時
代
よ
り
の
林

軋

グ
、
ｈ
β
ｒ
も
■
β
閃
、
Ｄ
″
日
、
■
〃
尺
、
■
〃
９
，
■
〃
ｑ
、
Ｂ
〃
■
、
日
夕
■
、
。
〃
ｆ
、
″
Ｉ
、
ク
グ
ｈ
ｂ
″
Ｋ
、
乃
〃
、
口
″

今
年
の
、
月
濁
日
は
、
高
萩
市
が

誕
生
し
て
か
ら
溺
年
に
な
り
ま
す
。

高
萩
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和

羽
年
ｎ
月
霊
日
で
す
。

今
年
は
、
溺
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

市
で
は
、
い
ま
こ
の
記
念
行
事
の
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。､〆

~

業
、
馬
の
飼
育
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

明
治
と
な
っ
て
か
ら
多
賀
郡
役
所
が
設

け
ら
れ
、
県
北
の
〃
官
庁
の
ま
ち
″
と

な
り
ま
し
た
。
産
業
の
面
で
は
、
常
磐

炭
田
の
南
端
に
位
置
す
る
石
炭
産
業
の

ま
ち
と
な
り
、
市
街
地
の
形
成
や
交
通

が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
萩
市
が
市
制
を
し
い
た

昭
和
調
年
以
降
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

が
す
す
む
な
か
で
石
炭
産
業
は
、
次
第

に
斜
陽
化
し
、
産
業
機
器
の
開
発
と
と

も
に
馬
の
利
用
も
な
く
な
り
、
こ
れ
に

か
わ
っ
て
黒
牛
の
導
入
を
は
か
る
な
ど

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
在
来
の
木
材
加

工
業
や
、
昭
和
羽
年
に
市
が
誘
致
し
た

パ
ル
プ
エ
業
は
、
着
実
な
発
展
を
み
せ

た
ば
こ
育
成
、
森
林
を
守
り
松
食
い

虫
対
策
の
確
立
に
関
す
る
請
願

○
地
区
農
業
の
再
建
な
ら
び
に
自
治
体

等
の
農
業
食
糧
施
策
の
抜
本
的
確
立

に
関
す
る
請
願

○
療
術
制
度
化
の
促
進
要
望
に
関
す
る

陳
情

○
母
子
家
庭
医
療
費
無
料
制
度
の
寡
婦

適
用
に
関
す
る
陳
情

○
療
術
制
度
化
の
促
進
反
対
に
関
す
る

請
願

○
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
請
願

○
法
務
局
職
員
の
大
幅
な
増
員
を
政
府

機
関
に
要
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

請
願

○
一
般
消
費
税
導
入
を
阻
止
す
る
た
め

の
陳
情
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三
宕

さ
ら
に
昭
和
蝿
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
花
貫
ダ
ム
の
完
成
（
媚
年
）

と
あ
い
ま
っ
て
、
松
久
保
団
地
が
造
成

さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
手
綱
地
区
に
大
型

工
業
団
地
も
完
成
し
、
進
出
企
業
の
一

部
が
操
業
を
開
始
し
て
お
り
、
製
薬
、

化
学
、
建
材
、
機
械
、
食
品
な
ど
を
ふ

く
め
た
新
し
い
産
業
都
市
の
時
代
を
迎

え
今
年
で
溺
周
年
を
迎
え
ま
し
た
・

こ
の
謁
周
年
を
記
念
し
て
、
ｎ
月
に

は
記
念
式
典
や
産
業
祭
、
文
化
祭
の
総

合
展
示
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

窃
周
年
の
記
念
式
典
行
事
は
、
ｎ
月

型
日
（
木
）
午
前
、
時
か
ら
高
萩
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。一
）

I市議 議員選挙会
告示 1 1 月 1 日（木）

投票日 1 1 月1 1 日（日）

この市議会議員選挙は、これから4年間、市の政治をまかせる人を選ぶたいせつな選挙です。

候補者の人柄や公約、政策などをよく検討し、自分自身の判断で悔いのない一票を投票しましょう。



（3） 市報たかはぎ 昭和54年10月

あの日あのころ

…週

阿
部
善
一
郎
さ
ん
（
創
歳
）
Ⅱ
島
名

（
元
向
洋
炭
砿
勤
務
）

鋤
年
ご
ろ
の
炭
砿
は
全
盛
期
で
し
た

石
炭
は
木
目
が
釜
く
、
中
に
は
貝
ガ
ラ

や
木
の
葉
も
出
た
ん
で
す
。
昔
は
海
だ

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
・

私
は
、
採
炭
、
機
械
、
仕
操
、
掘
進

夫
な
ど
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
き
た
ね
。
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市に なってから

年詮雪蜀望
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Ｆ
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Ｆ
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ｆ
阜
。
ｂ
・
・
・
・
・
”
。
・
ロ
・
■
・
阜
・
・
“
“
・
凸
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’
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．
。
』
阜
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■
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。
。
。
◇
“
．
．
■
寺
．
”
。
。
．
ｑ
ｂ
・
ず
Ｄ
“
〃
。
Ｄ
ダ
マ
。
蕊
蕊
む
が
篭
種
謹

篭
平
濫
塚
起
●
．
●
酢
報
謹
搾
郡
蕪
群
和
ぶ
確
癖

，
詑
庵
小
左
滝
里
呼
』
た
謁
叶
』
‐
龍
詮
土
庄
応
宮
江
’
ロ
Ｆ
軸
●
雍
趣
症
●
弧
‐
厚
手
・
垂

読
制
醒
鍵
蕊
》
11月22日記念式典

「
ｊ
「

Ｉ
ヤ
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一
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一
一
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一
番
、
二
番
、
三
番
方
と
あ
っ
て
坑
て
、
女
は
炭
を
カ
ゴ
に
入
れ
ト
ロ
ッ
コ

内
に
入
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
坑
内
は
ま
で
運
ぶ
後
山
と
い
っ
て
ね
。
夫
婦
で

昼
も
夜
も
な
か
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
入
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

坑
内
は
温
度
が
高
く
て
ね
。
調
度
は
社
宅
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
坑
内
で

あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
フ
ン
す
か
？
も
う
た
く
さ
ん
で
す
。

あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
フ
ン

ド
シ
一
つ
で
し
た
。
カ
ン
テ
ラ
を
た
よ

り
に
…
・
…
・
夏
も
冬
も
同
じ
温
度
で
し

た
か
ら
ね
。

事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
落
盤
、
火
災
、

水
難
な
ど
。
で
も
ガ
ス
の
爆
発
事
故
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
危

険
で
し
た
ね
。

坑
内
の
深
さ
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
は

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
。
坑
内
の
高

さ
は
４
メ
ー
ト
ル
。
一
片
、
二
片
、
三

片
盤
と
掘
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
一
片

盤
に
は
１
５
０
人
は
い
た
で
し
ょ
う
。

採
炭
夫
は
知
人
ぐ
ら
い
・

昔
は
、
坑
内
に
女
の
人
も
入
っ
た
ん

で
す
よ
。
採
炭
夫
は
男
で
先
山
と
い
つ

ま
た
、
産
業
祭
や
文
化
祭
の
総
合
展

示
会
は
、
皿
月
型
日
（
土
）
を
中
心
に

市
民
体
育
館
や
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 ー

）

生
産
品
の
紹
介
や
即
売
会
も
開
く

市制施行祝賀式典＝昭和29年11月23日に高萩

町･松岡町・高岡村･黒前村の一部が合併して高

萩市が誕生した。翌年の昭卯30年5月3日･4日･5

日の3日間、各地でちょうちん行列などいろい

ろな祝賀行事が行われた。

祝賀式典は、県立高萩高校の講堂で、 5月3日

こ行われた｡坑内の採炭作業（写真提供＝伊藤正美さん）

産
業
祭
は
、
さ
る
９
月
鋤
日
市
役
所

の
議
員
控
室
で
、
高
萩
市
産
業
祭
の
実

行
委
員
会
が
側
か
れ
、
産
業
祭
の
実
施

要
領
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
産
業
祭
は
、
今
年
が
市
制
施
行

妬
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

市
内
産
業
の
生
産
品
を
広
く
市
民
に
紹

介
し
、
そ
の
愛
用
を
推
進
す
る
た
め
産

業
祭
を
開
い
て
、
市
内
産
業
の
振
與
と

市
民
生
活
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
産
業
祭
が
行
わ
れ
る
の
は
、
ｎ
月
型

日
（
士
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
と
、
弱
日
（
日
）
午
前
皿
時
か
ら
午

でv活…毒へ
￥
＃

;○○
$と相

澤曹

鵜
;央へ
t公火

鐸
灘
躯
｝ 後、 3

1 時
延 士

｝ そ
§
F
f
イーハハ谷押…

…ゾピザゼーザ一一

０
９

年
金
制
度
は
、
受
給
者
が
増
加
し
、
年
々
改
善
さ
れ
、
“
て
の
内
容
も
充
実
し

た
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
金
係
で
は
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
制
度
な
ど
全
般
の
わ
か
ら
な
い
点
に

つ
い
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

年
金
の
こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

』
Ｕ
〆
Ｌ
凰
〆
ｌ
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ｊ
ｌ
９
ｒ
‐
明
該
睡
Ｐ
ｌ
Ｏ
ｐ
■
Ｐ
■
Ｆ
Ｅ
ｐ
ｂ
ｐ
ｈ
，
、
伊
ｂ
Ｐ
、
リ
ロ
Ｐ
ｑ
Ｊ
．
、
ｊ
も
，
Ｉ
伊
ｈ
Ｊ
０
Ｐ
０
伊
片
妙
０
．
，
Ｆ

’
１
０
■
。
ｑ
・
日
竺
Ⅱ
。
■
ロ
Ⅱ
。
可
“
日
到
日
‐
４
■
■
■
１
１
紐
■
ご
ｑ
‐
■
弓
Ｉ
Ｊ
ｑ
１
ｄ
日
切
１
１
１
“
且
‐
■
１
１
廿
則
寺
■
１
口
、
口
『
画
ｑ
Ｉ
－
■
、
■
巳
１

ね
ん
き
ん
の
相
談
会

後
４
時
ま
で
の
２
日
間
で
、
会
場
は
高

萩
市
民
体
育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
日
間
の
催
し
の
中
で
、
市
内

の
生
産
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め
て
、
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
た
め

展
示
即
売
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
催
し
も
の
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
・

農
畜
産
物
展
示
即
売
。
木
工
製
品
の

展
示
即
売
。
工
業
製
品
、
工
芸
品
物
産

の
展
示
即
売
。
菓
子
、
土
産
品
の
展
示

即
売
。
花
木
庭
園
樹
類
の
展
示
即
売
。

ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー
ナ
ー
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
も
の
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
祭
は
、
ｎ
月
認
日
（
金
）
か
ら

謁
日
（
日
）
ま
で
中
央
公
民
館
で
総
合

展
示
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
１
Ｉ

赤い羽根

「共同募金運動」に

ご協力を

10月1日から赤い羽根共同

募金運動が始りました。

みなさまのご協力をお願いし

ます。

三FやR尹可一
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高
萩
中
の
松
本
武
君
へ
２
年
Ⅱ
東
本

町
Ⅱ
）
が
、
全
日
本
中
学
校
の
通
信
陸

上
大
会
の
百
メ
ー
ト
ル
（
ｎ
秒
６
）
で

全
国
第
８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

秋
山
小
が
陸
上
で
活
躍

９
月
超
日
笠
松
運
動
公
園
の
陸
上
競

技
場
で
行
わ
れ
た
、
第
２
回
県
小
学
生

陸
上
競
技
大
会
に
秋
山
小
の
児
童
哩
名

が
出
場
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
自
由
参
加
▽
五
十
メ
ー
ト
ル
（
２
年
）

①
原
口
俊
和
君
▽
五
十
メ
ー
ト
ル

I
100メートルで

全国8位

箆霧譲識繍癖

蕊鰄松本君

……蕊蕊騨溌韓蕊鱸韓； …

さ
る
８
月
鋤
日
の
こ
ど
咄
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
県
大
会
に
出
場
し
た
高
萩
中

が
、
合
唱
の
部
で
み
ご
と
最
優
秀
賞
を

受
け
ま
し
た
。
出
場
校
は
晦
校
。

高
萩
中
は
、
哩
月
９
日
東
京
郵
便
貯

金
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
東
日
本
優
秀
校

演
奏
発
表
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
曲
目
は
「
た
じ
ま
牛
」
。

ま
た
、
９
月
７
日
に
行
わ
れ
た
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
も

出
場
し
優
秀
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

曲
目
は
、
自
由
曲
「
た
に
ま
牛
」
・

課
題
川
「
時
は
流
れ
て
も
」
の
二
曲
や

（
３
年
）
②
川
久
保
勉
君
③
楠
本
宗
徳

右
。
○
標
準
記
録
以
上
▽
百
メ
ー
ト
ル

（
５
年
）
①
佐
藤
茂
樹
君
▽
走
り
高
跳

び
（
５
年
）
“
②
佐
藤
茂
樹
君

高
中
の
合
唱
部

東
日
本
発
表
会
へ
出
場

》
》
霊
電
」
蘂
》
》

」
ｒ

腰

．

。

）
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ワーズが初優勝
O

ノ、

蕊

霊
蕊

嘗灘
第7回市長杯争奪軟式野球大会蕊

驚
篭
瞥

熊

蕊
蕊

ジャンボリー大会の

オリエンテーリングで準優勝
9月1日、 2日の2日間水戸市少年自然の家森林

公園で、勤労青少年ジャンボリー大会が開かれ

高萩勤労青少年ホームから黒沢正昭さんら4人

が参加しました。

初日は、キユンフコフアイヤーなどで友情交換

をし、 2日目のオリエンテーリンク‐では団体の

部で準優勝するなどりつぱな成績をおさめまし

た。参加したのは、黒沢正昭（高戸）郡司章夫

（下手綱）和知友子（島名）下山田和子(秋山）

のみなさんでした。

９
月
２
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
第
７

回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
は

市
営
球
場
ほ
か
６
会
場
で
行
わ
れ
、
参

〆
）

…

蕊鰯蕊蕊蕊鍵
＝

蝿騨#

癖

加
鼬
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、

各
チ
ー
ム
と
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

《
に
ｏ

そ
の
結
果
決
勝
戦
で
パ
ワ
ー
ズ
が
新

日
鍜
を
破
り
初
優
勝
し
ま
し
た
。

▽
決
勝
パ
ワ
ー
ズ
２
対
１
新
日
鍜

○
最
優
秀
選
手
賞

渡
辺
恭
伸
（
パ
ワ
ー
ズ
）

○
敢
闘
賞

沼
田
修
（
新
日
鍛
）

○
打
撃
賞大
和
田
通
明
（
パ
ワ
ー
ズ
）

▽
２
位
新
日
鍜
３
位
Ｎ
・
Ｋ
ハ

ン
マ
ー
ズ
、
球
友
会

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は

東
肥
前
チ
ー
ム

９
月
９
日
高
萩
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
マ
マ
さ
ん
・
ハ
レ
ー
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
１
位
東
肥
前
２
位
石
塚

３
位
石
滝
団
地
、
春
日
町

会
Ｂ
３
位
松
原
、
秋
山

市
民
バ
レ
ー
は

加
工
紙
と
愛
好
会
Ａ

９
月
詔
日
高
萩
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
子
の
部

１
位
日
本
加
工
製
紙
２
位

市
役
所
３
位
新
日
鍛

▽
女
子
の
部

１
位
愛
好
会
Ａ
２
位
愛
好

’
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N 挙

ら
て
、
重
点
的
に
対
策
を
た
て
、
交
通
死
ら
れ
る
も
の
」
で
、
死
亡
者
は
、
子
一

一
耳
価
村
正
一
〃
″
彦
｝
ナ
｜

↑
定
展
α
Ｈ

し
す
ぎ
、
居
眠
り
な
ど
で
対
向
車
と

県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
亡
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ど
も
と
お
年
寄
り
で
全
体
の
“
パ
ー

衝
突
す
る
」
場
合
で
あ
り
、
鋤
歳
未

８
月
型
日
現
在
、
２
１
８
名
で
あ
り

満
の
青
年
運
転
者
に
多
く
、
師
・
７

昨
年
と
く
ら
べ
て
、
妬
名
の
減
少
と
な

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
こ
れ
ら
の
運
転
者

多
発
す
る
交
通
事
故
を
防
ご
う
で
占
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
．

っ
て
い
る
が
、
９
月
に
入
っ
て
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
萩
署
管
内
で

四
、
車
両
単
独
の
う
ち
「
路
上
工
作
物

は
、
す
で
に
、
肥
名
の
死
者
を
出
し
て

衝
突
」
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
電
柱

お
り
、
昨
年
の
２
倍
と
い
う
異
常
事
態
た
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
タ
イ
プ
の
交
通
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
等
に
衝
突
、
死
亡
す
る
場
合
で
、
こ

で
す
。
こ
の
た
め
、
県
警
察
で
は
、
昨
事
故
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
二
、
車
両
相
互
の
う
ち
「
出
合
頭
衝
突
」
れ
も
青
年
運
転
者
が
弱
・
６
パ
ー
セ

年
か
ら
今
年
６
月
ま
で
の
交
通
死
亡
事
四
つ
の
タ
イ
プ
の
交
通
事
故
は
つ
ぎ
で
、
交
差
点
な
ど
で
出
合
頭
に
衝
突
ン
卜
を
占
め
、
速
度
の
出
し
す
ぎ
、
居

故
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
四
つ
の
夕
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
す
る
場
合
で
、
交
差
点
は
比
較
的
小
眠
り
が
原
因
で
す
。
（
高
萩
警
察
署
）

ｊ
フ
｜
庵
》
、
Ｅ
｜
｜
窪
ヨ
ャ
乗
、
ゞ
’
三

ラ
Ｑ
》
」
し
」
秀
」
１
）
よ
月
／
０

，
月
皿
日
か
ら
塑
日
ま
で
さ
い
。

Ⅱ

一
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
二

蕊
灘
蕊
蕊
蕊
霊
遷
荊
篭
轆
：
以
一
謡
鴇
兼
龍
聰
竈
菱
霊
養
諒

》
上
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
を
横
断
し
よ
う
多
く
、
一
時
停
止
違
反
、
徐
行
違
反
、

君
田
の
小
学
校
で

最
後
の
運
動

こ
の
四
つ
の
タ
イ
プ
の
事
故
に
つ
い
と
し
て
、
自
動
車
や
》
ハ
イ
ク
に
は
ね

信
号
無
視
な
ど
が
原
因
で
す
。

⑤
て
、
亘
冒
い
勺
乙
寸
高
と
こ
て
、
」
く
君
一
Ｅ
う
１
．
，

、
車
両
相
互
の
う
ち
、
「
速
度
の
出

）
）市民
ス
キ
ー
教
室

吟
で
Ⅲ
ス
ポ
ー
ツ
の
募
集
○
と
き
弱
年
２
月
９
日
（
士
）

皿
日
（
日
）
、
ｎ
日
（
月
）
の

運
動
会
“
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
３
日
間

Ⅲ
○
と
き
、
月
調
日
（
日
）

○
と
こ
ろ
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場

来
春
に
、
君
田
統
合
小
学
校
の
完
成
Ⅲ
○
と
こ
ろ
高
萩
市
民
体
育
館

○
宿
泊
地
山
形
県
蔵
王
洲
泉
中
森

が
ま
た
れ
て
い
る
、
上
君
田
小
学
校
の
州
○
試
合
の
方
法
ダ
ブ
ル
ス
戦
８
９
１
雪
美
荘
（
電
話
０
２
３

校
庭
で
、
最
後
の
運
動
会
か
行
わ
れ
ま
Ⅷ
○
ク
ラ
ス
分
け
６
９
４
）
２
１
１
５

し
た
・

男
子
、
女
子
そ
れ
ぞ
れ
三
部
に
○
対
象
者

Ⅱ

上
君
田
小
学
校
は
、
９
月
お
日
に
君
Ⅲ

分
け
る
。
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
市
内

田
中
学
校
と
合
同
の
運
動
会
を
約
百
メ
Ⅱ

高
校
生
の
部
（
高
校
生
の
み
）
の
事
業
所
、
学
校
に
涌
一
勤
、
通
学

Ｉ
ト
ル
円
周
の
狭
い
校
庭
を
利
用
し
て
Ⅲ

父
兄
と
と
も
に
最
後
の
運
動
会
を
楽
し
Ⅲ
一
部
罰
歳
ま
で
）
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ん
で
い
ま
し
た
。
二
部
（
劃
歳
以
上
）
○
人
員
妬
名

Ⅱ

ま
た
、
下
君
田
小
学
校
は
、
（
９
月
Ⅲ
○
出
場
資
格
○
参
加
費
１
５
，
０
０
０
円

鋤
日
が
雨
の
た
め
延
期
）
、
月
７
日
に
Ⅲ
市
内
居
住
、
ま
た
は
、
市
内
の
○
申
し
込
み
の
期
日

最
後
の
運
動
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ⅱ
事
業
所
、
学
校
に
通
勤
、
通
学
胆
月
叩
日
か
ら
１
月
四
日
ま
で

川

上
・
下
君
田
小
学
校
と
も
に
来
秋
に
Ⅱ
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。
※
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
と
、
ス
キ
ー

は
、
君
田
中
学
校
舎
の
と
な
り
に
完
成
Ⅲ
○
参
加
料
教
室
の
申
し
込
み
方
法
は
、
沙
ず
れ
も

さ
れ
る
新
校
舎
前
の
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
Ⅲ
１
チ
ー
ム
（
２
人
）
５
０
０
円
費
用
を
添
え
て
市
民
体
育
館
（
電
話
③

校
庭
で
、
の
び
の
び
と
運
動
会
が
で
き
Ⅱ
○
申
し
込
み
の
期
日
２
５
５
２
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

善
意
あ
り
が
と
う

寄
贈

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

中
央
公
民
館
へ
図
書

１
６
９
，
５
８
０
円

善
意
銀
行
へ

○
松
本
基
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

母
子
家
庭
へ

Ｔ
シ
ャ
ツ
８
枚

○
髄
名
児
竜
福
祉
の
た
め
に
１
０
，
０
０
０
円

○
佐
藤
や
い
さ
ん
Ⅱ
本
町

体
の
不
自
由
な
か
た
に
車
椅
子

有馬徹とノーチェ･クバーナがくるよ
とき:10月27日(土）

ところ：

高萩市民体育館

開場：12:00

開演：13:00

入場：無料

小学生以下は、入場

できません。
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猫
と
湯
手

上
手
綱
神
代
と
き

あ
の
、
昔
、
手
拭
い
を
、
お
湯
に
使

あ
で
し
ょ
う
。
湯
手
っ
て
、
言
っ
た
の

ね
え
。
ど
こ
の
家
で
も
、
そ
の
湯
手
が

無
ぐ
な
っ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
。

お
風
呂
に
入
っ
か
と
思
っ
て
、
風
呂

場
さ
行
く
と
湯
手
が
無
ぐ
な
っ
ち
ゃ
ん

だ
っ
て
。

そ
れ
で
、
お
が
し
い
な
あ
と
思
っ
て

そ
れ
か
ら
、
そ
ご
の
家
で
も
、
そ
の
湯

手
、
か
無
ぐ
な
っ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
。

「
な
ん
だ
、
お
が
し
い
。
」

と
、
思
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
物
置
ん
中
見

だ
ら
、
そ
の
湯
手
が
ね
。
い
っ
ぱ
い
あ

ん
だ
と
、
そ
ご
の
家
の
ね
、
物
置
に
、

そ
し
て
、

「
何
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
」

と
思
っ
て
。

そ
し
た
ら
、
そ
の
夜
中
に
、
ず
い
ぶ

に
ぎ
や
か
に
な
ん
の
で
、
そ
ご
の
お
父

さ
ん
が
、
こ
う
し
て
杉
の
節
穴
が
ら
見

だ
ら
、
そ
の
猫
が
ね
、
み
ん
な
湯
手
鉢

巻
に
し
て
、
踊
っ
て
ん
だ
と
。

そ
う
す
っ
と
、
ち
ょ
う
ど
頭
領
に
な

っ
て
、
親
方
に
な
っ
て
踊
っ
て
ん
の
が

自
分
の
家
に
い
る
タ
マ
な
ん
だ
っ
て

ね
。
そ
ん
で
、

「
は
あ
、
ん
だ
け
ん
と
、
同
じ
よ
う
な

毛
色
だ
か
ら
ね
え
。
分
が
ん
な
い
が
ら

今
度
は
、
何
が
印
付
け
で
お
ぐ
が
な
・

庭
〃
鰹
ぎ
の

(その⑯）

ん
だ
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
も
う
ね
お

前
が
お
ど
り
踊
る
よ
う
に
魔
物
に
な
っ

た
ん
で
は
、
家
に
置
げ
な
い
が
ら
、
ん

だ
が
ら
、
も
う
今
日
限
り
で
、
も
う
暇

を
出
す
か
ら
。

お
前
も
そ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ん
だ

が
ら
山
に
離
し
て
も
、
ひ
と
ん
じ
れ
。

も
う
獲
物
捕
っ
て
暮
ら
せ
つ
か
ら
、
ん

だ
か
ら
、
今
日
限
り
、
お
別
れ
だ
か

ら
。
」

つ
っ
て
、
そ
し
て
、
猫
袋
さ
入
れ
で
、

し
よ
っ
て
っ
て
、
す
な
は
ぢ
ご
飯
に
ね

味
噌
汁
を
か
げ
で
、
鰹
節
か
げ
で
、
そ

と
諺
思
っ
て
ね
。
翌
日
、
知
ら
な
い
ふ

り
し
て
、

「
タ
マ
」

つ
っ
た
ら
、

「
ニ
ャ
ー
ン
」

っ
て
、
や
さ
し
く
鳴
ぐ
ん
で
す
。
そ
れ

で
、
墨
で
鼻
へ
真
っ
黒
い
、
こ
う
一
本

筋
を
通
し
と
い
た
ん
だ
と
。

そ
し
て
、
翌
日
の
晩
見
だ
ら
、
な
ん

の
じ
、
自
分
の
家
の
猫
が
ね
、
親
方
に

な
っ
て
踊
っ
て
ん
だ
っ
て
、
み
ん
な
で
。

ざ
｜
そ
れ
が
ら
ね
、
こ
ん
だ
、
翌
日
、
そ

の
猫
に
よ
う
ぐ
言
っ
て
間
が
せ
だ
ん
で

す
と
、
「
ほ
が
で
、
湯
手
が
無
ぐ
な
っ
て
ね
、

そ
で
、
お
前
が
頭
領
で
お
ど
り
踊
っ
て

ー

う
し
て
、
そ
の
、
そ
ご
さ
置
い
で
、
猫

を
放
し
て
や
っ
た
ん
だ
と
。

だ
ら
、
猫
は
、
。
ハ
シ
シ
て
、
そ
れ
ね

逃
げ
て
っ
た
で
し
ょ
う
よ
・

そ
れ
が
ら
あ
、
一
ケ
月
か
二
ケ
月
過

ぎ
た
ら
、
猫
の
間
が
す
ん
だ
と
。

「
あ
あ
、
今
猫
の
声
が
し
た
よ
う
だ

な
。
」

と
思
っ
て
も
ね
。
も
っ
と
も
夜
中
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
翌
日
の
朝
起
き
て
そ
の

台
所
の
戸
あ
げ
て
見
だ
ら
ぱ
、
大
き
な

や
ま
ど
り
が
、
ど
っ
と
置
い
て
あ
っ
た

ん
だ
と
。

そ
ん
で
、

「
あ
あ
、
こ
れ
は
、
家
に
飼
っ
て
お
い

で
だ
タ
マ
が
ね
、
ご
恩
返
し
に
、
や
ま

ど
り
を
置
い
で
っ
た
ん
だ
な
。
」
っ
て
。

そ
う
し
て
、
ん
で
、
な
ん
で
か
ん
で

そ
の
後
見
な
く
ち
ゃ
な
ん
な
い
と
思
っ

て
。

そ
し
て
、
そ
の
、
ま
あ
、
そ
れ
が
ら

し
ば
ら
く
過
ぎ
て
か
ら
、
猫
の
声
が
す

ん
の
で
、
見
だ
ら
ぱ
、
そ
の
体
い
っ
ぱ

い
、
毛
い
っ
ぱ
い
、
漆
か
ら
何
が
ら
、

も
う
、
な
っ
て
で
、
も
の
す
ご
く
固
く

な
っ
て
だ
っ
て
。
体
が
ね
。

「
あ
あ
、
お
前
は
そ
れ
ほ
ど
に
ね
、
体

が
も
う
固
ぐ
な
っ
て
ん
で
は
、
何
者
に

も
ね
、
襲
わ
れ
な
い
が
ら
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
だ
な
。
」

っ
て
、
そ
の
猫
に
言
っ
て
間
が
せ
だ
ん

だ
っ
て
い
う
話
は
間
ぎ
ま
し
た
よ
・

注
す
な
は
ぢ
ご
飯
Ⅱ
ど
ん
ぶ
り
に

か
つ
お
ぶ
し
と
か
魚
の
骨
と
か
を
の
せ

汁
を
か
け
た
猫
に
与
え
る
ご
飯

（
高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会
）

ヤ
ブ
ラ
ン
【
図
】
が
、

を
な
し
て
咲
い
て
い

る
。
左
手
が
ネ
ム
ノ

キ
、
右
手
の
崖
下
か

ら
伸
び
た
大
木
の
梢

は
、
人
の
背
を
越
す

程
に
枝
を
繁
ら
せ
、

深
い
崖
の
あ
る
こ
と

を
忘
れ
さ
せ
る
。
要

注
意
だ
。
学
校
の
土

ヒ
ル
ガ
オ
の
ピ
ン
ク
、
ク
ズ
の
ピ
ン

ク
が
か
っ
た
紫
の
小
花
が
、
か
ら
み
つ

い
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
邪
魔
に
さ
れ

る
ク
ズ
だ
が
、
あ
の
花
の
色
が
ま
た
、

何
と
も
い
え
ぬ
美
し
さ
だ
。
下
草
に
は

ヤ
ブ
ラ
ン
【
図
】
が
、
ひ
そ
や
か
に
群

高
萩
小
学
校
門
の
右
手
に
古
い
ま
ま

の
道
が
学
校
の
敷
地
を
回
り
、
八
幡
様

へ
と
続
く
。
八
月
最
後
の
日
曜
日
、
右

を
見
、
左
を
み
な
が
ら
、
ぶ
ら
り
ぶ
ら

り
と
、
私
の
植
物
園
へ
出
か
け
た
。

神
馬
塚
へ
の
道

八
蛇
Ｖ

b

ー

高
萩
は
、
植
物
の

学
問
的
な
位
置
と
し

て
、
な
か
な
か
興
味

深
い
所
の
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
方
面
に

暗
い
私
に
は
、
鮮
し

い
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
「
私

の
植
物
園
」
と
称
し

て
い
る
散
歩
道
が

あ
る
。

私
の

鄙凸
斗

植
手
の
草
が
刈
り
取
ら
れ
、
春
に
見
た
花

々
が
少
さ
く
な
っ
て
い
て
、
夏
枯
れ
の

感
し
み
じ
み
。

や
が
て
、
右
手
の
崖
も
切
れ
、
杉
山

と
な
り
、
左
右
か
ら
の
枝
為
が
、
緑
の

ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
蝉
し
ぐ
れ
が
は
げ

し
な
っ
て
く
る
。
街
で
は
聞
か
れ
な
く

な
っ
た
蝉
の
歌
を
、
満
喫
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

刈
ら
れ
た
土
手
に
は
、
み
ず
み
ず
し

い
ミ
ツ
バ
が
新
し
い
葉
を
見
せ
て
い
る

名
は
知
ら
ね
ど
、
小
さ
な
草
々
が
、
可

憐
な
紫
の
小
花
を
、
木
陰
の
風
に
ゆ
ら

ゆ
ら
さ
せ
て
い
る
。

暉
喉
ア
オ
キ
、
シ
、
ハ
キ
、
シ
ダ
、
ド
ク
ダ

ミ
と
、
私
に
名
前
の
わ
か
る
も
の
の
ほ

か
、
実
に
、
数
多
く
の
植
物
が
繁
っ
て

い
る
。
学
校
前
か
ら
ゆ
っ
く
り
、
十
分
く
ら

い
歩
い
て
、
そ
こ
に
展
け
る
の
は
、
神

馬
塚
と
な
る
。

？錨亀

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

物
園
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「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
タ
イ
ル
や
お
も
幼
少
の
時
分
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
に
ぎ
っ

し
ろ
い
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。
」
と
語
て
お
り
テ
’
一
ス
歴
は
媚
年
に
な
る
。

る
大
久
保
正
次
さ
ん
（
鯉
歳
）
Ⅱ
本
町
大
久
保
さ
ん
は
、
ス
キ
ー
歴
が
な
が

２
の
型
Ｉ
は
、
４
年
前
に
テ
’
一
ス
の
う
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
キ
ー
を
学
び
県

ケ
ッ
ト
を
に
ぎ
り
根
本
正
さ
ん
（
銅
歳
）
内
で
ス
キ
ー
技
術
の
発
表
を
す
る
な

Ⅱ
大
和
町
２
の
池
Ⅱ
と
ペ
ア
で
、
磯
原
ど
、
高
萩
の
ス
キ
ー
発
展
の
先
駆
者
で

》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

史
帳
“
議
麓
蕊
驍

、

の
大
塚
信
濃
守
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
代

窪
田

、象
独
一
、
々
信
濃
守
を
称
し
、
皇
孫
五
世
が
相
続

巌
↑
ゞ
‐
庭
“
…
；
景
雨
ゞ

等■Ⅱ
８
が
剛
．
唾
』
の
霊
を
祭
り
、
宝
器
を
埋
め
て
塚
と

、’
由
で
《
し
、
王
塚
八
所
権
現
と
名
．
つ
け
て
城
の

嘩
吟
Ｌ
，
⑱
燕
才
守
護
神
と
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

く

こ
れ
に
対
し
て
中
山
信
名
は
、
「
多

定
王
伝
説
が
最
初
に
み
え
る
の
は
、
珂
郡
鎮
守
帳
」
に
は
「
王
塚
」
は
「
御

「
手
綱
村
王
塚
八
所
権
現
社
記
」
で
あ
塚
」
と
あ
り
、
手
綱
の
地
は
古
代
に
郡

る
。
そ
れ
に
は
応
永
二
十
三
年
（
一
四
家
の
あ
っ
た
所
な
の
で
、
も
と
は
国
造

一
六
）
三
月
十
五
日
、
南
朝
の
皇
孫
定
あ
る
い
は
郡
司
の
墳
墓
を
祭
っ
た
も
の

王
は
、
家
臣
の
戸
条
伊
勢
守
、
中
条
播
を
、
の
ち
に
呈
孫
伝
説
に
結
び
つ
け
た

磨
守
、
北
条
陸
奥
守
に
守
ら
れ
て
多
珂
と
し
て
い
る
。
定
王
に
従
っ
て
き
た
と

郡
大
塚
村
の
菅
俣
城
主
大
塚
貞
成
の
所
い
う
戸
条
伊
勢
守
、
中
条
播
磨
守
、
北

に
落
ち
の
び
て
き
た
。
貞
成
に
は
、
は
条
陸
奥
守
な
ど
の
家
臣
の
名
も
、
戸
条

じ
め
男
子
が
無
か
っ
た
の
で
定
王
を
養
（
外
城
）
、
中
条
（
中
城
）
、
北
条

子
と
し
、
娘
の
聟
と
し
た
。
応
永
二
十
（
北
城
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
御
城
（
本

二 ‘ 銭

）

磯
原
杯
テ
｜
｜
ス
大
会
の

壮
年
二
部
で

３
年
連
続
優
勝
し
た

大
久
保
さ
ん
と
根
本
さ
ん

杯
近
県
軟
式
庭
球
大
会
の
壮
年
二
部
で

３
年
連
続
優
勝
を
し
て
い
る
。

大
久
保
さ
ん
と
根
本
さ
ん
は
、
以
前

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
た
関
係
も
あ
っ

て
友
人
関
係
は
な
が
い
。
根
本
さ
ん
は

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

丸
）
を
中
心
と
し
た
中
城
（
二
の
丸
）

外
城
（
三
の
丸
）
、
北
城
（
北
の
丸
）

の
城
部
の
名
称
か
ら
考
案
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

も
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
。

「
テ
ニ
ス
は
、
友
人
か
ら
古
い
ラ
ケ

ッ
ト
を
い
た
だ
い
て
さ
そ
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
も
好
き
で

す
か
ら
．
…
：
。
毎
日
、
キ
ロ
は
走
っ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
練
習
、
練
習
で
す

よ
。
ペ
ア
は
、
ど
ち
ら
に
も
責
任
が
あ

り
ま
す
か
ら
：
：
・
・
。
根
本
さ
ん
の
指
導

が
い
い
ん
で
す
ね
。
」
と
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
を
話
す
。

大
久
保
さ
ん
と
根
本
さ
ん
は
、
毎
日

県
大
会
で
の
優
勝
を
め
ざ
し
て
練
習
し

て
い
る
。
鼻
Ｗ
民
登
鯵 (参…

…鵜殿；
王定が落ちのびたという菅股城

し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
か
な
ら
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
ぱ
つ
き
方
式
の
場
合
は
、
ぱ
つ
き

用
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

○
便
器
を
水
か
、
ぬ
る
ま
湯
以
外
の

も
の
、
た
と
え
ば
、
薬
品
な
ど
で
洗

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
尿
浄
化
槽
の
中
の
バ
ク
テ
リ
ア

が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

○
便
器
に
異
物
を
投
げ
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

○
し
尿
浄
化
槽
の
ま
わ
り
は
、
清
潔

し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
汚
染
が
、
社
会

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
維
持
管
理
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
保
守
点
検
や
清
掃
を
実
施
し
て
い
な

い
方
に
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
の
で
、
す
み
や
か
に
保
守
点
検
業
者
、

清
掃
業
者
と
契
約
し
て
実
施
し
て
く
だ

さ
い
Ｏま
た
、
家
庭
用
浄
化
槽
の
場
合
、
清

掃
は
、
年
１
回
以
上
で
、
保
守
点
検
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
ハ
ガ
キ
に
は
、
保
守
点
検
回

数
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
ら
か

な
ら
ず
保
守
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
Ｉ
◇

◇
Ｉ
◇

）
し
尿
浄
化
槽
の

保
守
点
検
を

に
す
る
と
と
も
に
、
物
な
ど
の
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
高
萩
保
健
所
公
害
室
、
（
電

話
②
２
６
２
９
）
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。｜ 処理対象人員 ｜ 活性汚泥方式処理方法 散水濾床方式 その他の方式

’
20人以下 3月に1回以上

単 独
21人以上3()0人以下 2月に1回以~上 6月に1回以上6月1回以」

301人以上500人以下| 1月に1回以上

合 併|血人以上洲,人以下｜ 」即こ’回以上 1月1回以上

※単純ばつ気装置を有する施設にあっては、単独処理の活性汚泥方式に準ずること。
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！ 11月の計量器定期検査の日程
量

卜

Ｐ

Ｆ

Ｆ

□

蓉
客
『
溌
眠

計
量
器
は

蒙
『
定
期
検
査
を

。

’
場

会

校

ろ
検
学

、
こ
車
工
小

と
萩
山

高
商
秋

０
０
０

間
１
刈
矧

５
５
１

１
１
１

へ
一
一

０
０
０

０
０
０

時
小
い
い

１
１
１秋山小学校

、

ひどり

1日(木）

I
I

2日(金）

I 川側河内屋

下手綱公民民

5日（月）

ヶ 13:00～14200
…今

目|」

！ " | 14:10-15:00

Ⅲ

蛆

鮮

蝋灘〆．…刊注J毒：．
』 L 二 －

画〃 ､ ";:認鍛磯'？

学校の見える丘

秋山中学校は、今年で創立20周年を迎える。

学校の屋上に立つと、東に太平洋、西北には阿武隈の山脈

が連なり、雄大な眺めである。

昭和35年建設当時の駒木原は、人家もまばらでさびしか

ったが、今は団地も開発され、周辺もすっかり変ってしま

った。

絵と文伊藤龍馬

6日(火)| 10:00～15:00 所在場所

若栗沼田商店前

ｈ
ｊ
Ｏ
Ｉ
ｊ
７
ｈ
ｊ

7日(水)' 10:10～10:20

計
量
器
の
定
期
検
査
を
ｕ
月
１
日
か

ら
９
日
ま
で
行
い
ま
す
の
で
次
の
日
程

に
よ
り
必
ず
受
け
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

０
０
Ｏ
０

Ｑ
ｑ
Ｂ
Ｇ

１
２
１
１
一
一
０
０
４
２

■
■
●
●

０
１
１
１

上君田小学校″

〃

″

1

１
１

下君田松本商店向

横1II豊田商店向１
１

13:30～14:00

8日(木)’ 10:30～10:50 1烏曽根三代商店＃

〃 11

〃 11

10～11:30 下大能佐川景能宅

ー 40～11:50 1上大能国井商店前
n

ってしま 7

1
1霜馬
ソ
／

一己-~～＝------~－－1

9円(金)’ 10:00～15:00 商 工 会

※所在場所…計量器の運搬不可能な事業所を

対象とします。一ず一一一 一一一一一一一壱一一一二二 』一

二1ⅡIⅡ1 1 1 UⅡ1 1『 I I l I l l I I l Il IⅡI 【一

二 二
二 ＝
二 二
＝ ＝
＝ 二

言お知らせ言
＝ 二

＝ 二
三 二
＝ ＝

＝ ＝
筥

言今月の納税三
二 ＝
＝ 二
＝ 二
二 二

三市・県民税三
二 ＝
＝ 二

＝ 二
＝ 二
二 ＝

3期 三二

＝

朝・

ソ
連
の
抑
留
者
や

遺
族
の
方
は
登
録
を

戦
後
、
ソ
連
抑
留
役
務
国
家
補
償
に

つ
い
て
、
抑
留
者
団
体
の
要
望
に
対
し

総
理
府
で
は
、
「
戦
後
処
理
問
題
に
対

す
る
国
家
補
償
」
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
萩
支
部
で
は
、

ソ
連
抑
留
者
の
資
格
登
録
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
抑
留
さ
れ
た
方
や
遺
族
の

方
は
、
次
の
委
員
に
連
絡
の
う
え
、
至

急
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
・

連
絡
す
る
委
員
は

○
戸
室
三
郎

職
稚
お
よ
び
募
集
人
員

○
事
務
お
よ
び
技
術
補
助
員
若
干
名

○
幼
稚
園
教
員
１
名

応
募
資
格

○
市
内
に
居
住
す
る
方
で
高
卒
以
上
、

ま
た
は
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
。
（
た
だ
し
、
一
般
事
務
女
子
は

高
卒
に
か
ぎ
る
。
）

○
技
術
補
助
員
は
、
土
木
の
専
門
教
科

を
終
了
し
た
方
、
ま
た
は
見
込
み
の

方
。

し
ま
す
。市

職
員
の
募
集

ノ晩″１、

亘
二
酉
二
駒
二
一
一
声
草
一
一
二
一
二
・
一
一
】
一
二
↑
卓
一
一
一
一
二
』
一
ロ
ゴ
二
一
『
室
一
『
】
一
一
《
二
二
一
二
二
二
二
二
』
二
一
一
一
一
二
一
一
二
『
二
二
画
一
一
章
二
・
二
再
二
二
・
一
・
一
『
二
二
二
卓
一
一
一
一
一
口
亘
二
一
画
一
一
｝
』
』
ロ
一
戸
『
二
一
戸

難
本
町
２
１
皿
（
電
②
１
２
７
６
３
）

○
山
田
常
蔵

有
明
町
３
１
“
（
電
②
１
３
１
６
６
）

○
高
橋
利
男

高
萩
２
４
２
（
電
②
１
２
６
７
１
）

○
松
本
正
男

石
滝
乱
５
０
（
電
③
１
３
７
９
１
）

○
宇
佐
美
正
見

島
名
１
２
５
９
（
電
②
１
４
８
７
９
）

○
大
森
八
郎

下
手
綱
７
０
２
（
電
③
１
１
９
７
５
）

○
大
島
義
市

横
川
６
０
９
（
電
③

７
６
４
１
）

○
幼
稚
園
教
員
は
、
資
格
の
あ
る
方
、

ま
た
は
見
込
み
の
方
。

○
年
齢
は
、
昭
和
弱
年
４
月
１
日
現
在

満
霊
歳
未
満
の
方
。
（
技
術
補
助
員

は
満
溺
歳
未
満
）

受
付
の
締
め
切
り

○
昭
和
弘
年
皿
月
加
日
（
必
着
）

応
募
用
紙
は
、
市
長
公
室
職
員
課
に

あ
り
ま
す
。

選
考
試
嶮

○
ｍ
月
泌
日
、
県
人
事
委
員
会
の
統
一

試
験
に
よ
り
実
施

※
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
職
員
課
（
電

話
③
２
１
１
１
内
線
２
３
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
一
） 1

懲 ｑ
Ｊ
１
Ｕ
ｒ
１
Ｋ
Ｊ
●
粘
聟
、
李
踊
壼
魂
〃
虹
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｑ
Ｊ
Ｌ
〃
靴
Ｄ
Ｋ
〃
、
〃
‐
■

一

燕

l l I I 1 1ⅡI I1 I I 1 1 IT I ］ 1 1

Ｏ
Ｌ
の
３
級
認
定
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
３
級
公
認
指

導
員
の
養
成
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す
。

第
１
次
講
習
会

○
と
き
叩
月
”
日
か
ら
鵡
日
ま
で

第
２
次
講
習
会

（
第
１
次
講
習
会
終
了
者
）

○
と
き
２
月
型
日
か
ら
型
日
ま
で

○
と
こ
ろ
第
１
次
、
２
次
と
も
に
大

心
苑

○
対
象
者
満
加
歳
以
上
の
男
女

○
定
員
扣
名
（
先
着
順
）

○
参
加
料
３
，
０
０
０
円

宿
泊
（
食
事
）
代
１
泊
４
，
０
０
０
円

参
加
申
し
込
み
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
、
高
萩
大
心
苑
（
電
話
②
Ⅲ
２
１
５

１
）
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 11月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

| 大和町(2) 2235
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11月4日 飯島医院

２
６

０
６

２
２

２
３
１
部
ｊ

⑫
友
王

町
町
十

和
王
く

大
十

樋渡医院

十王医院

青沼外科医院

〃11日

春日町(2) 2420
1

本町(2) 2306

' 18日

全生堂|災院〃 25日
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